
⑴ 2025年２月10日 2025年２月号（第707号）一人は万人のために、万人は一人のために

－はるな生協の現況－
（2025年１月29日現在）

組合員数	 19,631人
出資総額	 390,536,500円
一人平均出資額	 19,894円

電話 027（323）2762 ２ 月 号

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２はるな生活

協 同 組 合

は る な
生 協
組 合 員
活 動 部

　

私
事
で
す
が

先
日
、
群
馬
県

駅
伝
大
会
が
行

わ
れ
、
筆
者
が

関
わ
る
Ｓ
Ａ
玉

村
チ
ー
ム
は
フ
ル
の
部
１

チ
ー
ム
、
ハ
ー
フ
の
部
３

チ
ー
ム
、
小
学
生
の
部
５

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ル
は
箱
根
経
験
者
を
含

む
精
鋭
、
ハ
ー
フ
は
中
学

生
や
市
民
ラ
ン
ナ
ー
、
そ

し
て
小
学
生
は
４
年
生
以

上
の
子
ど
も
に
よ
る
チ
ー

ム
で
す
▼
こ
の
駅
伝
は
み

ん
な
で
楽
し
く
走
る
こ
と

に
重
き
を
置
く
大
会
で
、

小
学
生
チ
ー
ム
も
編
成
や

走
順
を
み
ん
な
で
考
え
て

決
め
ま
し
た
。
子
ど
も
も

大
人
も
同
じ
目
的
で
走
っ

た
り
応
援
し
た
り
す
る
の

は
と
て
も
楽
し
く
、
世
代

を
超
え
て
共
に
取
り
組
む

こ
と
の
喜
び
を
感
じ
ま
し

た
▼
２
０
２
５
年
度
の
医

療
福
祉
生
協
の
重
点
課
題

に
「
世
代
や
組
合
員
の
枠

を
超
え
た
多
様
な
参
加
と

共
同
で
、
健
康
で
居
心
地

よ
く
く
ら
せ
る
ま
ち
を
と

も
に
つ
く
り
ま
す
」
と
あ

り
ま
す
。
高
齢
化
社
会
の

今
日
、
生
協
活
動
も
ど
う

し
て
も
高
齢
者
中
心
に
な

り
が
ち
で
す
▼
そ
ん
な
中
、

昨
年
行
わ
れ
た
フ
リ
マ
＆

バ
ザ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
達
や
若
い
世
代
が

参
加
し
、
世
代
を
超
え
た

共
同
の
楽
し
さ
、
喜
び
を

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
１
２

月
に
支
部
で
行
わ
れ
た
「
戦

争
を
語
り
継
ぐ
会
」
は
日

曜
日
に
実
施
す
る
こ
と
で

17
人
の
子
ど
も
が
参
加
し

ま
し
た
。
響
き
渡
る
子
ど

も
の
声
は
希
望
で
す
。
生

協
活
動
に
ぜ
ひ
た
く
さ
ん

の
若
い
世
代
や
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
走
）

【
公
　
告
】

第
73
回
通
常
総
代
会
及
び
総
代
選
挙
の
お
知
ら
せ

一�

、
は
る
な
生
活
協
同
組
合
第
73
回
通
常
総
代
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
２
０
２
５
年
６
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
0
時
30
分
開
場
・
受
付

　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
開
会
（
午
後
４
時
30
分
閉
会
予
定
）

【
会
場
】
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
ま
ご
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

住
所　

高
崎
市
末
広
町
１
１
５
―
１

　
　
　
　
　
　
　

電
話　

０
２
７
―
３
７
０
―
８
８
２
２

【
議
題
（
予
定
）】

　
　
　
　
　

第
一
号
議
案　

�

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

関
係
書
類
承
認
の
件

　
　
　
　
　

第
二
号
議
案　

�

２
０
２
５
年
度
事
業
方
針
及
び
予
算

決
定
の
件

　
　
　
　
　

第
三
号
議
案　

役
員
補
充
選
任
の
件

　
　
　
　
　

第
四
号
議
案　

�

２
０
２
５
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

＊
昼
食
は
済
ま
せ
て
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊�

招
集
状
、
議
案
、
書
面
議
決
書
、
委
任
状
等
は
、
６
月
初
旬
に

各
総
代
宛
て
に
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

二�

、
総
代
選
挙
規
約
第
5
条
に
も
と
づ
き
、
総
代
に
立
候
補
さ
れ

る
方
は
４
月
19
日
ま
で
に
各
選
挙
区
の
支
部
運
営
委
員
会
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

な
お
、
選
挙
区
及
び
選
挙
区
ご
と
の
総
代
定
数
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

�

以
上

　
　
　
　

２
０
２
５
年
１
月
25
日

　
　
　
　
　

は
る
な
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

鈴
木　

 

隆 

選挙区及び総代定数
総代選挙にかかる選挙区及び選挙区ごとの総代定数は

下表のとおりです
選挙区 定数 選挙区 定数 選挙区 定数

第 １ 支 部 ８ 佐 野 支 部 ８ 群 馬 町 支 部 ４
第 ２ 支 部 ７ 南 八 幡 支 部 ６ 箕 郷 町 支 部 ３
第 ３ 支 部 ７ 倉 賀 野 支 部 ９ 榛 名 町 支 部 ２
六 郷 支 部 ６ 高 南 支 部 11 藤 岡 支 部 ７
第 ５ 支 部 ９ 矢 中 支 部 ６ 吉 井 町 支 部 ３
第 ６ 支 部 ８ 中居第一支部 ５ 甘楽・富岡支部 ３
長 野 支 部 ４ 中居第二支部 ７ 安 中 支 部 ６
塚 沢 支 部 ９ 上 中 居 支 部 ９ 玉 村 支 部 ３
片岡・八千代支部 ４ 高 関 支 部 ７ 職 員 支 部 12
乗 附 支 部 ２ 大 類 支 部 ８
石 原 支 部 ７ 江 木 支 部 10 合計 200

　

冬
晴
れ
と
な
っ
た
１
月
30
日
、
組
合
員
ふ
れ
あ
い
会
館
で
２
０
２
４
年
度
第
２

回
支
部
代
表
者
会
議
が
＝
写
真
左
＝
行
わ
れ
、
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

酒
井
潤
専
務
理
事
の
生
協
代
表
挨
拶
に
始
ま
り
、
井
上
伸
恵
組
合
員
活
動
部
長

か
ら
は
生
協
強
化
月
間
の
ま
と
め
と
年
度
末
強
化
月
間
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
は
北
毛
保
健
生
活
協
同
組
合
（
渋
川
市
＝
以
下
、
北
毛
保
健
生
協
）
か

ら
高
橋
敬
子
生
協
本
部
組
織
部
長
（
＝
以
下
、高
橋
組
織
部
長
）
を
お
招
き
し
て
、

自
生
協
で
の
活
動
の
取
り
組
み
や
紹
介
な
ど
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
お
話
後
に

は
参
加
者
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
最
後
に
昨
秋
の
生
協
強
化
月
間
の

目
標
達
成
支
部
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
秋
の
強
化
月
間
期
間

昨
秋
の
強
化
月
間
期
間

で
の
組
合
員
数
と
出
資

で
の
組
合
員
数
と
出
資

金
額
が
共
に
プ
ラ
ス

金
額
が
共
に
プ
ラ
ス

北
毛
保
健
生
協
の

北
毛
保
健
生
協
の

取
り
組
み

取
り
組
み

年
度
末
強
化
月
間
で
は
、

年
度
末
強
化
月
間
で
は
、

年
間
目
標
の
達
成
を

年
間
目
標
の
達
成
を

目
標
達
成

目
標
達
成

７
支
部
３
職
場

７
支
部
３
職
場

　

生
協
強
化
月
間
の
ま
と
め

で
は
、
期
間
中
（
10
月
１
～

11
月
30
日
）
に
組
合
員
数
と

出
資
金
額
が
共
に
微
増
で
す

が
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
と
し
て
は
、
次
に

　

渋
川
市
を
中
心
と
し
た
地

域
で
医
療
・
介
護
事
業
を
運

営
す
る
北
毛
保
健
生
協
。
高

橋
組
織
部
長
か
ら
は
、
自
生

協
で
の
活
動
の
紹
介
が
報
告

　

後
半
は
、
10
人
ほ
ど
に
分

か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
は
二
つ
で
、
①
北

毛
保
健
生
協
の
活
動
報
告
を

聴
い
て
。
②
年
度
末
ま
で
に

何
を
や
る
か
。
に
絞
り
、
意

見
交
換
や
自
支
部
や
班
で
で

き
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
最
後
に
、「
年
度

末
強
化
月
間
で
こ
れ
は
絶
対

に
や
る
！
」
こ
と
も
追
加
し

て
、「
と
に
か
く
残
り
わ
ず

か
な
期
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

今
で
き
る
こ
と
を
支
部
や
班

で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と

い
う
前
向
き
な
意
見
な
ど
出

さ
れ
ま
し
た
。

「
年
度
末
強
化
月
間
」に
向
け
て
、

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
行
動
を
！

２
０
２
４
年
度 

第
２
回
支
部
代
表
者
会
議

◆�

連
載
・
リ
ハ
ビ
リ
／
個
別
送
迎
の
お
知
ら
せ

／
ふ
る
さ
と
の
散
歩
道
の
お
知
ら
せ
な
ど

（
２
面
）

◆�

訪
問
診
療
（
往
診
）
の
お
知
ら
せ
（
３
面
）

◆�

診
療
案
内
（
病
院
・
通
町
診
療
所
・
歯
科
診

療
所
）（
４
面
）

◆�

お
便
り
・
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
／
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
／
連
載
・
私
の
趣
味
な
ど
（
５
面
）

◆�

１
月
の
活
動
／
３
・
９
さ
よ
な
ら
原
発
ア
ク

シ
ョ
ン
の
お
知
ら
せ
／
す
こ
し
お
レ
シ
ピ

（
６
面
）

今 月 の 紙 面
（２月号）

な
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
病
院
フ
ロ
ア
に

生
協
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

て
、
理
事
と
職
員
が
加
入
・

増
資
を
訴
え
ま
し
た
。
も
う

一
つ
は
、
支
部
で
の
訪
問
行

動
や
期
間
中
１
回
以
上
の
班

会
の
開
催
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
ワ
ク
ワ
ク

健
康
チ
ェ
ッ
ク
Ｄ
Ａ
Ｙ
（
10

月
１
日
）
や
映
画
上
映
会

（
10
月
１
８
日
）、
創
立
70
周

年
記
念
企
画
行
事
と
し
て
、

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭
（
10
月

27
日
）
や
第
４
回
フ
リ
マ
＆

バ
ザ
ー
（
11
月
16
日
）
な
ど

の
取
り
組
み
で
新
規
加
入
や

増
資
・
積
立
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　

た
だ
、
支
部
間
で
の
取
り

組
み
の
格
差
が
年
々
拡
が
り

続
け
て
お
り
、
深
刻
な
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
支

部
と
職
場
の
関
係
で
は
、
①

各
職
場
に
担
当
支
部
が
あ

る
。
②
生
協
強
化
月
間
期

間
中
に
は
協
同
し
て
取
り
組

む
。
他
に
も
、
支
部
と
職
場

が
一
緒
に
地
域
を
支
え
る
仕

組
み
が
あ
る
こ
と
で
様
々
な

取
り
組
み
に
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
し
た
。
班
会

活
動
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
屋
内
か
ら
屋
外
へ
切
り

替
え
る
発
想
か
ら
、
野
菜
作

り
を
す
る
園
芸
班
会
や
最
近

で
は
、
電
車
で
移
動
し
て
見

学
や
交
流
な
ど
の
班
会
も
増

え
て
お
り
、
人
口
増
加
地
域

の
吉
岡
町
な
ど
で
は
、
子
育

て
世
代
に
向
け
た
取
り
組
み

（
サ
ロ
ン
な
ど
）、
ま
た
高
齢

者
訪
問
に
力
を
入
れ
て
い
る

　

生
協
強
化
月
間
終
了
の
11

月
末
日
ま
で
に
、
年
間
の
仲

間
増
や
し
、
出
資
金
増
や
し

目
標
の
８
割
を
達
成
し
た
支

部
、
職
場
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

両
目
標
達
成
は
、
塚
沢
支

部
・
看
護
小
規
模
多
機
能
つ

む
ぎ
。仲
間
増
や
し
達
成
は
、

高
南
支
部
・
江
木
支
部
。
出

資
金
増
や
し
達
成
は
、
第
３

支
部
・
片
岡
八
千
代
支
部
・

中
居
第
二
支
部
・
高
関
支
部
・

健
診
室
・
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
課

で
し
た
。

支
部
な
ど
も
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
自
治
体
と
の
懇
談
に

も
積
極
的
で
、
班
会
の
サ
ロ

ン
認
定
（
吉
岡
町
）
な
ど
地

域
の
要
求
を
実
現
し
て
い
ま

す
。

北毛保健生協の高橋組織部長
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

ものづくり系ボランティア募集！

　

朝
晩
の
寒
さ
が
厳
し
い
今

日
こ
の
頃
、
浅
間
山
が
毎
日

き
れ
い
に
見
え
ま
す
ね
。
皆

さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
寒
い
季
節
に
な
る

と
、「
外
に
出
る
の
が
億
劫
」

「
家
で
じ
っ
と
し
て
い
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
が
ち

で
す
。
し
か
し
、
冬
こ
そ
運

動
を
す
る
こ
と
で
、
体
に
も

心
に
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
？
今
回
は
、
冬
に
運
動
を

続
け
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
健

康
効
果
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
保
つ
た
め
の
工
夫
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

冬
に
運
動
を
す
る
こ
と
で
、

以
下
の
よ
う
な
健
康
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

①　

基
礎
代
謝
の
向
上

　

寒
い
季
節
は
体
温
を
維
持

す
る
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
が
増
え
ま
す
。
こ
の
時

期
に
運
動
を
加
え
る
と
、
基

礎
代
謝
が
さ
ら
に
高
ま
り
、

効
率
よ
く
カ
ロ
リ
ー
を
消
費

で
き
ま
す
。

②　

免
疫
力
の
向
上

　

適
度
な
運
動
は
免
疫
細
胞

の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
、
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③　

冬
特
有
の
不
調
を
軽
減

　

運
動
は
血
行
を
促
進
し
、

冷
え
性
や
肩
こ
り
、
む
く
み

な
ど
の
冬
特
有
の
不
調
を
和

ら
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

④�　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
改

善

　

日
照
時
間
が
短
く
な
る
冬

は
気
分
が
落
ち
込
み
や
す
く

な
り
ま
す
が
、
運
動
に
よ
っ

て
「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
分
泌

さ
れ
、
気
分
の
改
善
に
つ
な

が
り
ま
す
。

連　載

（
そ
の
８
）

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

役
に
立
つ

役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ

リ
ハ
ビ
リ
あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

　

具
体
的
な
運
動
と
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が

取
り
組
み
や
す
い
と
思
い
ま

す
が
、
も
ち
ろ
ん
家
の
中
の

家
事
動
作
な
ど
も
十
分
運
動

と
し
て
役
割
を
果
た
せ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も

よ
り
少
し
だ
け
長
く
お
掃
除

を
、
一
品
多
く
お
か
ず
を
作

る
、
少
し
だ
け
ス
ー
パ
ー
の

駐
車
場
で
遠
く
に
車
を
止
め

る
、
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
工
夫
し
て
み
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

　

春
の
足
音
が
す
ぐ
そ
こ
ま

で
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
気
持

ち
よ
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
心
身
の
準

備
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

ね
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

送迎サービス・シャトルカーのご案内
　高崎中央病院・通町診療所・はるな生協歯科診療所では、定期通院のた
めの交通手段にお困りの方（組合員）を対象に送迎サービスを行っており
ます。
　ご利用には一定の条件がありますので、詳しくは各事業所の窓口へお問
い合わせください。

・高崎中央病院　　　　　【電話】027-323-2665
・通町診療所　　　　　　【電話】027-322-6534
・はるな生協歯科診療所　【電話】027-388-0022

　シャトルカーは、高崎中央病院～高崎駅西口～通町診療所の３ヶ所を経
由して運行しております。無料でご利用できますので、是非ご活用くださ
い。（定員６人）
　高崎駅西口では、モントレー側の障害者用乗降
場に停車します。ご利用希望の際は、運転手へお
声かけください。
※ハートのロゴマークが目印です。
※第２土曜日は、運行休止しています。

①�クリスマスプレゼント作り　次回３月17日（月）15時から　
ふれあい会館
②�新入園・入学応援グッズ（袋物などの製作。布等お渡しして
自宅で）
③雑巾作り（学校用に厚さいろいろ）
④�新入園・入学応援グッズの寄付も受け付けます。文房具・学
用品など。ただし新品未使用に限ります。

第40回 ふるさとの散歩道
『玉村町の歴史散策』

　玉村町の歴史は古く、古代には約200基の古墳が点在したことが確認され
ています。江戸時代には日光例幣使街道の最初の宿場として栄えました。玉
村宿の趣が残るエリアを散策しつつ、歴史資料館でじっくり歴史に思いをは
せましょう。

行きの電車賃240円＋バス代410円、帰りのバス代520円
※少雨決行、荒天中止。
定員：15人（申し込み順）
※申し込みが５人以下の場合は、中止と致します。
申込期限日:３月10日（月）
お申込み・お問い合わせ先：組合員活動部　電話027（323）2762
 担当：井上

※�玉村八幡宮の写真を撮ってこられた方には、参加賞を差し上げます。組合員活動部
までお越しください。
※コース地図は、組合員ふれあい会館１階に用意してあります。
※�第１回～第39回までの散歩道の地図も組合員ふれあい会館１階に用意してあります
（欠番あり）。

日　　時：３月14日（金）　高崎駅９：10集合
【コース】高崎駅から電車・バス⇒玉村町役場⇒天満宮・満福寺・福島
船橋道跡など利根川沿い⇒玉村宿の散策（玉村八幡宮など）⇒玉村町文
化センター（歴史資料館を１時間ほど見学）⇒玉村町役場より

行き：９：15発高崎線⇒新町駅⇒永井バス新町駅発９：35
　　　⇒玉村町役場着９：55
帰り：12：51群馬中央バス玉村町役場南発～ 13：25高崎駅着

～奨学生を募集しています～～奨学生を募集しています～

〈お問い合わせ先〉
はるな生活協同組合　高崎中央病院　電話：027-323-2665（代）
医学科：医学生担当　内堀（e-mail:igakusei@harunacoop.or.jp）
看護学科：看護部長　上田（e-mail:t-fucho@harunacoop.or.jp）

お問い合わせ先：
①については、組合員活動部　井上　
　電　話：027-323-2762
　メール：kumikatu@harunacoop.or.jp
②・③・④は高崎中央病院地域連携室
　電　話：027-323-2753（直通）

〈奨学金制度の概要〉
　私たちの医療理念(医療福祉宣言･綱領)に共感し、将来私たちと一
緒に地域の医療を担っていこうという意思のある学生さんに対し
て、修学の一助として奨学金の貸与を行っています。

〈奨学生活動〉
　月に一度、奨学生が自分たちの学びたいことを出し合って学習を
行ったり、医療・介護の現場で実地体験を行うなど様々な活動を行
います。

〈奨学金の額〉
　医学科　　１～３年　50,000円／月
　　　　　　４～６年　60,000円／月
　看護学科　１～４年　40,000円／月

○�群馬県の修学資金制度をはじめ、他の奨学金制度を利用している
方も応募できます。
○奨学金は無利子です。
○�卒業後、一定期間勤務することにより、奨学金の返還が免除され
ます。



緑　　　　   十　　　　   字（みどりじゅうじ）⑶ 2025年２月10日 2025年２月号（第707号）

お問合せ先・申し込み
高崎中央病院
　地域連携室 在宅診療課
TEL.027-323-2753（直通）
FAX.027-384-2202（直通）

歯科訪問用具

　

高
崎
中
央
病
院
で
は
、
在

宅
で
療
養
を
希
望
さ
れ
る
方

に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
通
院
が
困
難
な

患
者
様
の
ご
自
宅
や
施
設
を

訪
問
し
、
医
師
が
定
期
的
に

訪
問
診
療
（
往
診
）
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
期
ま
で
自
宅
で
過
ご
し

た
い
方
・
最
期
は
不
安
だ
か

ら
入
院
が
い
い
。

　

医
療
行
為
が
あ
る
か
ら
心

配
…
な
ど
様
々
な
方
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

入
院
も
あ
る
病
院
だ
か
ら

こ
そ
連
携
が
で
き
る
た
め
安

心
し
て
療
養
生
活
が
行
え
ま

す
。

《
訪
問
診
療
の対

象
と
な
る
方
》

・�

障
害
や
寝
た
き
り
な
ど
身

体
・
健
康
上
の
理
由
で
通

院
が
困
難
な
方

・�

介
護
者
の
負
担
な
ど
に
よ

り
通
院
が
困
難
な
方

・�

病
院
退
院
後
ご
自
宅
で
療

養
生
活
を
送
り
た
い
方

・�

最
期
を
住
み
慣
れ
た
家
で

ご
家
族
と
一
緒
に
過
ご
さ

れ
た
い
方

・�

経
管
栄
養
、
人
工
呼
吸
器

な
ど
特
殊
な
治
療
・
管
理

が
必
要
な
方

《
訪
問
診
療
の
実
例
》

ケ
ー
ス
１

　

一
人
暮
ら
し
の
80
代
女

性
。
タ
ク
シ
ー
で
の
通
院
が

大
変
に
な
り
、
当
院
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
通
院

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
発
熱
の

た
め
当
院
入
院
。
そ
れ
を
機

に
歩
行
不
安
定
と
な
り
、
退

院
後
は
訪
問
診
療
に
切
り
替

え
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ス
２

　

当
院
か
ら
入
所
先
の
施
設

へ
訪
問
診
療
に
伺
っ
て
い
た

70
代
男
性
。
肺
炎
を
き
っ
か

け
に
、
当
院
へ
入
退
院
を
繰

り
返
し
て
い
ま
し
た
。
衰
弱

が
進
み
痰
が
ら
み
も
増
え
、

施
設
退
院
が
困
難
に
。

　

当
院
の
療
養
病
床
へ
の
長

期
入
院
の
方
針
と
な
り
ま
し

た
。

ケ
ー
ス
３

　

他
院
に
て
食
事
が
う
ま
く

取
れ
ず
自
宅
退
院
が
難
し
い

と
当
院
へ
転
院
と
な
っ
た
80

代
男
性
。

　

ご
本
人
・
ご
家
族
の
強
い

希
望
あ
り
、
訪
問
診
療
と
訪

問
看
護
を
利
用
し
、
点
滴
を

し
な
が
ら
ご
自
宅
へ
退
院
。

ご
家
族
の
見
守
る
中
ご
自
宅

で
お
看
取
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
地
域
連
携
室
の
在
宅

診
療
課
の
看
護
師
に
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

『
お
う
ち
で
暮
ら
し
た
い
』を
お
て
つ
だ
い
し
ま
す

『
お
う
ち
で
暮
ら
し
た
い
』を
お
て
つ
だ
い
し
ま
す

　

歯
科
診
療
所
で
も
訪
問
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

条
件
と
し
て
は
半
径
16
㎞

以
内
、
介
護
保
険
を
持
っ
て

い
る
方
で
す
（
持
っ
て
い
な

い
方
も
可
能
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
個
別
送
迎
の
利
用
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
）。

　

月
～
金
の
午
後
、
歯
科
医

師
１
人
と
歯
科
衛
生
士
１
人

で
ご
自
宅
ま
で
伺
っ
て
診
療

し
て
い
ま
す
。

　

入
れ
歯
の
作
成
や
調
整
、

む
し
歯
の
治
療
や
抜
歯
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
診
療
室

と
同
じ
治
療
が
受
け
ら
れ
ま

な
っ
た
！
今
度
は
主
人
の
治

療
も
お
願
い
し
た
い
」「
長

年
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
先

生
に
今
度
は
自
宅
ま
で
来
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
安

心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
世
話
に
な
り
ま
す
」
な

ど
お
褒
め
の
言
葉
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

現
在
患
者
数
が
多
い
た
め

依
頼
を
い
た
だ
い
て
も
す
ぐ

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
数
週
間
お
待
た
せ
し
て

い
る
状
態
で
す
が
、
気
に
な

る
点
な
ど
あ
れ
ば
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歯
科
診
療
所

電
話
０
２
７
︱
３
８
８
︱

０
０
２
２

す
。

　

椅
子
に
座
っ
た
状
態
も
し

く
は
ベ
ッ
ド
の
上
に
寝
た
ま

ま
で
も
治
療
可
能
で
す
。
コ

ン
セ
ン
ト
を
１
つ
と
水
道
を

お
借
り
し
ま
す
が
、
ご
自
宅

で
準
備
し
て
い
頂
く
も
の
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

歯
科
の
訪
問
診
療
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
か

ら
聞
い
て
初
め
て
知
っ
た
と

い
う
方
や
、
調
べ
て
み
て
わ

か
る
と
い
う
方
も
多
い
で

す
。

　
「
家
に
居
な
が
ら
こ
ん
な

治
療
ま
で
し
て
も
ら
え
る
な

ん
て
び
っ
く
り
。
歯
医
者
に

通
え
な
い
の
で
歯
の
事
に
関

し
て
は
あ
き
ら
め
て
い
た

が
、
入
れ
歯
が
使
い
や
す
く

な
っ
て
食
事
を
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

通
院
が
困
難
な
方
へ

　

は
る
な
生
協
で
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
自
宅
・
施

設
で
の
療
養
を
お
手
伝
い
致
し
ま
す
。
在
宅
で
療
養
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
訪
問
診
療
・
往
診
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
尚
、

事
前
の
ご
契
約
や
か
か
り
つ
け
で
な
い
方
は
、
受
診
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

歯
科
診
療
所

高
崎
中
央
病
院
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無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

高崎中央病院診療案内

予約や変更受け付け（9：00～ 17：00）
予約専用電話℡（027）323－2808

℡（027）323－2665㈹
＊診療案内はホームページでもご覧いただけます。（URL：https://harunacoop.jp）

2025年２月〜

（高崎中央病院）
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〈
城
山
町　

関
口　

広
樹
〉

　

年
末
か
ら
体
調
を
く
ず
し

ま
し
た
の
で
、
実
家
で
「
も

ち
つ
き
」
観
戦
を
し
た
以
外

は
ず
っ
と
自
宅
療
養
で
し

た
。
妻
と
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を

も
頭
の
体
操
で
楽
し
い
で

す
。〈吉

井
町　

黛　

美
代
子
〉

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
脳
ト
レ
と

思
い
毎
月
し
て
い
ま
す
。
緑

十
字
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

〈
乗
附
町　

関
谷　

治
行
〉

　

い
よ
い
よ
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
と
世

界
が
ど
う
変
わ
る
か
心
配
し

な
が
ら
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見

て
い
ま
す
。

〈
新
町　

飯
野　

雄
大
〉

　

近
々
、
３
歳
の
息
子
念
願

の
新
幹
線
（
は
や
ぶ
さ
）
に

乗
っ
て
旅
行
の
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。
実
現
で
き
ま
す

よ
う
に
…
！

〈
下
滝
町　

天
田　

勝
元
〉

　

今
日
は
１
月
23
日
、
正
月

も
終
わ
り
、
１
月
も
後
半
に

な
り
ま
し
た
。
外
仕
事
も
始

め
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
畑

仕
事
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

日
も
井
戸
端
の
東
の
篠
を

刈
っ
て
片
づ
け
た
だ
け
で
予

定
が
終
わ
り
ま
し
た
。
明
日

【
俳
句
・
川
柳
】

侘
助（
わ
び
す
け
）の
ひ
か
え
め
な
れ
ど
凛（
り
ん
）と
し
て	

東
貝
沢
町　

中
西　

好
江

ま
だ
梳
か
す
髪
残
り
居
り
初
鏡	

乗
附
町　

関
谷　

治
行

閑
あ
り
て
睡
魔
も
至
福
こ
た
つ
守
り	

江
木
町　

五
十
嵐
陽
子

日
溜（
ひ
だ
ま
り
）の
白
梅
ふ
ふ
む
寺
領（
じ
り
ょ
う
）か
な	

双
葉
町　

須
賀　

宏
江

【
短
歌
】

検
査
日
は
足
ど
り
重
く
病
院
へ

　
　
　
　

数
値
気
に
す
る
寒
空
の
朝	

下
之
城
町　

菊
池　

弘
美

数
十
年
編
む
気
も
な
か
っ
た
鈎
針
で

　
　
　
　

ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
を
夜
な
べ
で
作
る	

吉
井
町　

中
重　

仁
子

孫
抱
い
て
カ
イ
ロ
代
わ
り
に
参
道
も

　
　
　
　

時
を
重
ね
て
手
引
か
れ
詣
で
る	

中
居
町　

佐
藤　

正
裕

甘
い
も
の
好
ま
ぬ
夫（
つ
ま
）も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

　
　
　
　

食（
は
）み
て
い
た
っ
け
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
夜	

藤
岡
町　

野
村
美
佐
江

玄
関
の
深
壺
に
活
け
し
南
天
の

　
　
　
　

雀
飛
び
来
て
赤
い
実
つ
い
ば
む	

下
小
塙
町　

佐
藤　

昌
美

食
事
は
朝
昼
晩
と
口
か
ら
入
る

　
　
　
　

揃
っ
た
歯
並
び
食
欲
進
む	

上
並
榎
町　

川
嶋　

尚
武

（
掲
載
は
到
着
順
で
す
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

１
月
号
（
第
７
０
６
号
）
の
俳
句
（
４
面
）
で
左
記
作
品
に
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

中
西
好
江
様
（
東
貝
沢
町
）
作
品

【
誤
】
観
音
の
粧（
よ
そ
お
）ひ
清（
す
が
）し
筆
明
く
る

　
　
　

↓

【
正
】
観
音
の
粧（
よ
そ
お
）ひ
清（
す
が
）し
年
明
く
る

【
応
募
要
領
】

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い

て
左
記
に
お
送
り
下
さ

い
。
抽
選
で
10
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま

す
。
ま
た
、「
お
便
り
」コ
ー

ナ
ー
ま
で
、
あ
な
た
の
近

況
、
ご
意
見
、
そ
の
他
、

一
言
添
え
て
下
さ
い
。

【
宛
先
】

〒
３
７
０
︲
０
０
４
３

高
崎
市
高
関
町
498
の
1

は
る
な
生
協

緑
十
字
編
集
委
員
会

２
月
28
日（
金
）必
着
の
こ
と
。

１
月
の
正
解
は

で
し
た
。

【
１
月
当
選
者
】

左
記
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

角
田
サ
ダ
子
（
若
松
町
）

大
友　

侑
子
（
連
雀
町
）

堀
越　

愛
子
（
通
町
）

小
林　

良
子
（
本
町
）

加
藤　

祐
也
（
上
小
鳥
町
）

髙
井　

茂
子
（
福
島
町
）

須
藤
ゆ
り
子
（
上
佐
野
町
）

桜
井
加
代
子
（
前
橋
市
）

中
村　

一
栄
（
石
原
町
）

金
沢
は
る
み
（
下
之
城
町
）

【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
の文字をＡ〜Ｆの順に並べて言葉を完成させてください。

ネ
シ
ョ

ツ

ウ
ガ

【連載30】

推
し
活
に
つ
い
て

　

私
の
推
し
活
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

の
推
し
は
「
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
．」

と
い
う
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
．は
、
２

０
１
４
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

関
西
出
身
の
７
人
の
グ
ル
ー

プ
で
す
。
推
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
、
歌
番
組
を
観

て
い
て
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て

踊
っ
て
い
る
彼
ら
に
一
目
惚

れ
を
し
、
調
べ
て
色
々
見
て

い
る
う
ち
に
気
づ
い
た
ら
沼

に
ど
ん
ど
ん
ハ
マ
っ
て
い
ま

私
の
趣
味

私
の
趣
味

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

　
聞
い
て
み
ま
し
た
！

し
た
…
。
推
し
続
け
て
早
10

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
．が

デ
ビ
ュ
ー
10
周
年
を
迎
え
、

ア
リ
ー
ナ
ツ
ア
ー
と
ド
ー
ム

ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
．づ
く
し
な
一
年
に
な
り

ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
に
も
足
を

運
び
、
新
潟
、
宮
城
、
福
岡
、

東
京
に
行
き
ま
し
た
。
福
岡

の
ラ
イ
ブ
で
は
ま
さ
か
の
ア

リ
ー
ナ
席
を
当
て
、
近
い
距

離
で
み
る
こ
と
が
で
き
、
本

当
に
幸
せ
で
し
た
…
！
ラ
イ

ブ
で
遠
征
す
る
際
に
は
そ
の

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

お
便
り

プ
が
す
ご
い
と

よ
く
言
わ
れ
ま

す
が
、
ま
さ
に

そ
の
通
り
で
。

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
．の

違
う
一
面
を
見

て
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
惹
か
れ
て

フ
ァ
ン
に
な
っ

た
方
も
多
く
い

ま
す
。
歌
唱
力

も
高
く
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
も
で
き
る
の
で
本
当

に
飽
き
な
い
！
い
つ
も
違
う

刺
激
を
く
れ
る
の
で
推
し
て

い
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
．の
公
式
Ｘ
や

Y
ouT
ube

、T
ikT
ok

な

どSN
S

で
い
ろ
ん
な
情
報
を

発
信
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ

い
！

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
小
籠
包

か
ら
外
仕
事
を
す
る
時
は
倉

の
北
側
の
篠
を
刈
っ
て
き
れ

い
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

〈
中
居
町　

星　
　

雄
二
〉

　

陽
が
沈
ん
で
凍
て
つ
く
空

を
飛
行
す
る
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
き
ぼ
う
）
を
見
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
青
白
く

輝
い
て
い
つ
も
異
な
っ
た
方

向
へ
飛
ん
で
行
く
３
分
程
の

宇
宙
シ
ョ
ー
で
す
。

〈
下
滝
町　

高
岸　

富
行
〉

　

少
し
家
庭
菜
園
を
し
て
い

ま
す
。
雨
が
降
ら
な
い
の
で

…
困
っ
て
い
ま
す
！

〈
藤
塚
町　

吉
田　

精
二
〉

　

健
康
寿
命　

通
っ
て
い
る

長
寿
セ
ン
タ
ー
の
「
カ
ラ
オ

ケ
会
員
」
の
仲
間
で
93
歳
の

女
性
が
毎
日
自
転
車
で
元
気

よ
く
通
っ
て
、
頭
の
回
転
・

滑
舌
も
良
く
、
私
も
そ
の
歳

ま
で
健
康
寿
命
を
維
持
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

〈
下
中
居
町　

吉
井　

友
子
〉

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
っ
て
い
る
の
で
、手
洗
い
・

う
が
い
を
丁
寧
に
!!

〈
貝
沢
町　

町
田　

直
樹
〉

　

良
い
年
と
な
る
よ
う
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り
組
む
努
力

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〈
江
木
町　

小
笠
原
政
男
〉

　

寒
さ
き
び
し
い
毎
日
で
す

が
、
毎
朝
散
歩
し
敗
け
ず
願

張
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
当
地
の
美
味
し
い
も
の
を

食
べ
た
り
、
観
光
も
で
き
て

楽
し
い
で
す
♪
ま
た
今
年
も

ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
ら

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
．は
明
る
い
曲

が
多
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

て
い
ま
す
が
、
バ
チ
バ
チ
に

カ
ッ
コ
い
い
曲
も
あ
る
ん
で

す
…
！
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
．は
ギ
ャ
ッ



「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。
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組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

ちょっと一言ちょっと一言ちょっと一言

鮭とかぶのごまポン酢バターいため
●材　料（１人分）
・生鮭１切れ……………………100ｇ
・塩
・かぶ２個………………………150ｇ
・かぶの葉……………………… 40ｇ
・しめじ…………………… 1/2パック
・バター………………………… 10ｇ
・すり白ごま…………………大さじ１
・ポン酢しょうゆ（市販品）
　………………………………大さじ１

・すり白ごまは熱することで香りがアップします。
・鮭は生鮭を使用することで塩分を抑えられます。
・しめじは他の好きなキノコに変えてもOK！
� （高崎中央病院栄養科　調理師　福井 　守）

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

●作り方
①�鮭は５等分に切る。塩をまぶして５

分ほどおき、キッチンペーパーで水
気をふく。かぶは茎を少し残して皮
をむき、６等分のくし形切りにする。
かぶの葉は１㎝幅に切る。しめじは
石づきを除いてほぐす。

②�フライパンにバターを中火で熱し、
鮭を皮目から入れて両面を２分ほど
焼く。かぶ、しめじを加えてさらに
２分いためる。

③�かぶの葉を加えて３０秒ほどいため
てら、フライパンの手前をあけて、
白ごま・ポン酢を入れ、よく熱して
から全体をさっと炒め合わせる

〈１人分の栄養価〉
　256kcal.　塩分1.4g

　

吉
井
班
は
、
１
月
18
日
に

毎
年
恒
例
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
た
。
班
会
で
で

　

今
ま
で
は
、
組
合
員
活

動
部
主
導
で
行
っ
て
い
た
お

し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
を
１
月
よ

り
通
町
診
療
所
の
１
階
外
来

待
合
室
で
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
職
員
を
含
め
10
人
前

後
で
し
た
が
１
階
か
ら
３
階

ま
で
の
多
職
種
の
職
員
が
参

加
者
の
方
と
和
気
藹
々
と
お

　

江
木
北
公
民
館
で
１
月

28
日
、
27
人
の
参
加
予
定
で

し
た
が
、
ト
リ
プ
ル
デ
ミ
ッ

ク
？
の
影
響
で
当
日
23
人
が

公
民
館
に
集
い
楽
し
み
ま
し

た
。
た
だ
、
開
始
直
前
に
停

電
、皆
で「
配
電
盤
は
ど
こ
だ
」

な
ど
と
大
騒
ぎ
、
獅
子
舞
も

慌
て
て
登
場
し
、
テ
ー
ブ
ル

　

倉
賀
野
支
部
さ
ざ
ん
か
班

の
１
月
の
班
会
は
、
23
日
に

か
る
た
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

き
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
体
力

測
定
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、吉
井
班
は
握
力・足
指
力・

骨
密
度
・
血
管
年
齢
の
４
つ

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
去
年
の
記
録
、
あ
る
い

は
標
準
値
と
比
べ
て
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
習
慣
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

話
し
で
き
、
肩
が
痛
く
て
と

い
う
話
題
が
で
る
と
専
門
職

員
が
即
席
で
体
操
を
教
え
て

下
さ
り
、
普
段
利
用
し
て
い

な
い
フ
ロ
ア
の
業
務
を
知
る

き
っ
か
け
作
り
が
で
き
ま
し

た
。
世
代
も
超
え
悩
ん
で
い

る
事
は
様
々
で
し
た
が
、
分

け
隔
て
な
く
参
加
者
が
お
話

し
て
い
る
ご
様
子
で
し
た
の

で
、
困
り
ご
と
で
も
笑
い
話

を
混
ぜ
な
が
ら
話
せ
る
居
場

所
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
３
月
19
日
（
水
）

に
通
町
診
療
所
の
外
来
待
合

室
で
実
施
致
し
ま
す
の
で
、

１
月
以
上
の
参
加
人
数
が
増

え
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

に
足
を
取
ら
れ
て
ひ
っ
く
り

返
り
、
大
笑
い
の
ス
タ
ー
ト
。

そ
れ
で
も
、
支
部
長
の
挨
拶
・

乾
杯
で
暫
し
テ
ー
ブ
ル
の
豪

華
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ

歓
談
…
。

　

ク
イ
ズ
の
珍
回
答
に
笑
い

合
っ
た
り
、
元
副
支
部
長
の

武
田
節
詩
吟
に
聞
き
ほ
れ
た

り
…
最
後
は
、
テ
ー
ブ
ル
の

上
を
片
付
け
て
上
毛
カ
ル
タ
。

皆
の
札
を
取
る
手
つ
き
に
は

歳
を
感
じ
さ
せ
な
い
鋭
さ
、

確
信
し
ま
し
た
。

　

班
会
参
加
は
健
康
寿
命
の

素
で
す
。

　

冬
晴
れ
と
な
っ
た
１
月
29

「
す
こ
し
お
か
る
た
」
は
初
め

て
で
探
す
の
が
大
変
で
し
た

が
、
読
み
札
の
意
味
を
学
習

し
て
納
得
。
い
ろ
は
か
る
た
、

上
毛
か
る
た
も
や
り
ま
し
た

が
、
一
番
早
く
手
が
出
る
の
は

や
は
り
上
毛
か
る
た
で
し
た
。

　

大
人
だ
け
の
か
る
た
大

会
、
取
り
合
い
あ
り
、
お
手

つ
き
あ
り
で
か
な
り
白
熱
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
17
日
に
上
中

居
支
部
で
カ
ル
タ
班
の
新
班

が
結
成
し
て
、
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
カ
ル
タ
班
会
は
、

毎
月
第
三
金
曜
日
の
10
時
か

ら
、
高
齢
者
住
宅 

虹
の
家
・

１
階
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
。

縁起だるまの少林山
教育文化委員会・ふるさとの散歩道

　恒例のふるさとの散歩道では、１月17日に少林山達磨寺へ出かけま
した。高崎駅からぐるりんバスに乗り、バス停から少し歩いて総門に
到着。200段ほどの階段を登り本堂でお参り。敷地内のブルーノ・タウ
トの資料展示や椅子のレプリカ、100体以上の庚申塔がある庚申塚、ブ
ルーノ・タウトが居住してい
た洗心亭などを見て回りまし
た。帰りは群馬八幡駅まで歩
きました。「いつもは、だるま
を買ってすぐ帰っていたけど
いろいろ発見があった。来て
よかった」と楽しみました。

多くの皆さんで参加して、
脱原発を訴えましょう。

３月９日（日）
11：00～ 15：30予定
高崎城址公園（高崎市役所前）
11：00アトラクション
13：00集会
14：30周辺デモ行進

第14回

日
、
は
ち
ま
ん
班
会
は
八
幡

公
民
館
で
14
人
が
参
加
し

て
、
介
護
事
業
部
の
長
谷
川

彰
部
長
補
佐
か
ら
認
知
症
の

お
話
と
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、

歌
の
つ
ど
い
で
は
、
ビ
レ
ッ

ジ
フ
ィ
ン
ガ
ー
５
の
み
な
さ

ん
が
盛
り
上
げ
て
、
頭
と
身

体
を
使
っ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
班
会
で
し
た
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
今
年
も
元
気
に
！

	

吉
井
町
支
部
・
吉
井
班
会

班
会
は
健
康
寿
命
の
素

	

江
木
支
部
・
江
木
班
会

お
話
と
歌
の
つ
ど
い
で
フ
レ
イ
ル
予
防

	

第
５
支
部
・
は
ち
ま
ん
班
会

１
月
の
活
動

新
年
は
「
か
る
た
」
か
ら

	

倉
賀
野
支
部
・
さ
ざ
ん
か
班
会

�

上
中
居
支
部
・
カ
ル
タ
班
会

な
ん
で
も
話
せ
る
居
場
所

	

通
町
診
療
所
・
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

さよなら
原発アクション
に参加しよう！

倉賀野・さざんか班 上中居・カルタ班（新班）


